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ま
え
が
き

　
馬
場
毅
氏
（
以
下
、
敬
称
は
省
略
）
は
日
中

戦
争
（
盧
溝
橋
事
件
か
ら
中
国
勝
利
ま
で
）
下

の
中
国
共
産
党
（
以
下
、
中
共
と
略
称
）、
八

路
軍
、
新
四
軍
な
ど
研
究
を
推
し
進
め
て
き

た
〉
1
〈
が
、
特
に
山
東
省
の
専
門
家
で
あ
り
、
最
初

の
著
書
『
近
代
中
国
華
北
民
衆
と
紅
槍
会
』

（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
は
山
東
に
お
け

る
紅
槍
会
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
本
書
は
、
馬
場
に
と
っ
て
第
二
弾
目
の
山

東
に
関
す
る
専
門
書
で
あ
り
、
同
省
を
一
貫
し

て
追
究
し
て
き
た
労
作
と
い
え
よ
う
。
本
書

の
テ
ー
マ
の
嚆
矢
は
、「
抗
日
根
拠
地
と
農
民

│
│
山
東
区
を
中
心
に
」（『
講
座
中
国
近
現
代

史
』
第
六
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八

年
）
で
あ
る
か
ら
、
実
に
本
書
の
完
成
ま
で
四

〇
年
余
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
山
東
省
は
、
歴
史
的
に
は
北
宋

を
舞
台
と
し
た
『
水
滸
伝
』
の
梁
山
泊
の
よ
う

に
英
雄
豪
傑
が
多
い
地
域
と
さ
れ
る
。
近
現
代

史
に
お
い
て
も
興
味
深
く
、
脚
光
を
浴
び
て
き

た
。
例
え
ば
、
義
和
団
発
祥
の
地
、
五
・
四
運

動
の
背
景
に
あ
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
ド

イ
ツ
の
租
借
地
青
島
の
回
収
問
題
、
田
中
義
一

に
よ
る
山
東
出
兵
、
及
び
省
南
部
に
は
、
国
共

合
作
の
戦
闘
に
よ
り
日
本
軍
が
敗
退
し
た
と
さ

れ
る
台
児
荘
も
位
置
し
、
江
蘇
省
の
徐
州
も
近

い
。
烟
台
、
威
海
衛
、
そ
の
う
え
、
山
東
華
僑

出
身
地
の
日
照
が
あ
る
。

　
馬
場
は
、
こ
う
し
た
山
東
省
の
中
共
抗
日
根

拠
地
（
辺
区
）
に
真
っ
向
か
ら
切
り
込
み
、
実

態
解
明
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
著
書
と
し

て
纏
め
上
げ
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
意
義
が
あ

る
。
第
一
に
、
日
本
で
は
、
そ
の
重
要
性
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
戦
前
の
中
共
史
研
究
へ
の
関
心

が
薄
れ
、
そ
れ
を
テ
ー
マ
に
す
る
中
国
近
現
代

史
研
究
者
が
減
少
し
た
。
反
面
、
人
民
共
和
国

成
立
後
の
中
共
、
と
り
わ
け
政
治
学
、
国
際
関

係
論
か
ら
現
在
の
習
近
平
体
制
に
関
す
る
研
究

が
増
大
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
一
石
を

投
じ
た
と
い
え
そ
う
だ
。
第
二
に
、
戦
時
期
、

中
国
に
は
陝
甘
寧
、
晋
察
冀
、
晋
冀
魯
豫
な

ど
、
多
く
の
抗
日
根
拠
地
が
存
在
し
て
い
た
。

各
辺
区
の
研
究
も
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
不

明
点
の
多
か
っ
た
山
東
省
に
焦
点
を
絞
り
、
多

側
面
か
ら
実
態
、
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
中
国
辺
区
全
体
、
各
辺
区
の
関
係
、
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共
通
性
と
差
異
な
ど
を
考
察
す
る
貴
重
な
一
歩

と
な
っ
た
。

各
編
各
章
の
構
成
と
内
容

　
本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
（
各
章
の
長
す

ぎ
る
タ
イ
ト
ル
は
簡
潔
に
し
た
）。

　
　
は
じ
め
に
│
│
本
書
の
内
容
と
研
究
史

　
第
一
部
　
山
東
抗
日
根
拠
地
と
八
路
軍
の
発

展

　
　
第
一
章
　
武
装
蜂
起
の
展
開
と
山
東
縦
隊

の
成
立
、
初
期
抗
日
根
拠
地
の
成
立

　
　
第
二
章
　
抗
日
根
拠
地
の
形
成
と
農
民

　
　
第
三
章
　
対
峙
段
階
の
開
始
と
国
共
対
立

の
激
化
、
政
権
組
織
・
各
種
組
織
の
樹

立
、
各
地
に
お
け
る
抗
日
根
拠
地
の
発

展

　
　
第
四
章
　
日
本
軍
の
治
安
強
化
運
動
と
中

共
、
八
路
軍
の
対
策
、
中
共
、
八
路
軍

の
反
撃
か
ら
日
中
戦
争
の
勝
利
へ

　
第
二
部
　
山
東
抗
日
根
拠
地
の
抗
戦
力
強
化

政
策
お
よ
び
日
本
軍
の
対
策

　
　
第
五
章
　
山
東
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
財

政
問
題

　
　
第
六
章
　
山
東
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
通

貨
政
策

　
　
第
七
章
　
山
東
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
民

兵

　
　
第
八
章
　
日
本
軍
の
山
東
抗
日
根
拠
地
に

対
す
る
治
安
強
化
運
動
に
つ
い
て

　
　
第
九
章
　
山
東
省
の
傀
儡
軍
に
つ
い
て

　
　
結
語

　
以
上
の
よ
う
に
、
第
一
部
は
根
拠
地
全
体
と

八
路
軍
に
主
に
焦
点
を
当
て
、
第
二
部
は
根
拠

地
内
部
の
各
種
政
策
な
ど
の
各
論
で
著
書
全
体

を
充
実
さ
せ
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、
日
中
戦
争
開
始
（
一
九
三
七
年

七
月
）
か
ら
終
結
（
四
五
年
）
ま
で
の
時
期
を

対
象
と
し
、
中
共
の
山
東
抗
日
根
拠
地
と
八
路

軍
を
と
り
あ
げ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
山
東
省
に
お
け
る
中
共
組
織

の
再
建
過
程
、
八
路
軍
山
東
縦
隊
な
ど
を
論
じ

る
。
ま
た
、
統
一
戦
線
（
第
二
次
国
共
合
作
）

下
で
の
山
東
省
主
席
韓
復
榘
な
ど
と
の
関
係
を

論
じ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
三
八
年
末
ま
で
を
視
野
に
入

れ
、
膠
東
を
例
に
初
期
根
拠
地
の
樹
立
を
論
じ

る
。そ
の
際
、日
本
軍
の
侵
略
、支
配
に
対
し
て

い
か
に
農
民
を
動
員
し
た
か
に
焦
点
を
当
て
る
。

　
第
三
章
で
は
、
三
八
年
一
〇
月
か
ら
四
〇
年

末
ま
で
で
、
武
漢
陥
落
に
よ
り
日
中
対
峙
段
階

に
お
け
る
国
共
対
立
激
化
で
あ
る
。
そ
れ
を
背

景
と
す
る
山
東
と
華
中
根
拠
地
の
打
通
を
目
指

し
た
こ
と
、
農
民
の
大
量
動
員
な
ど
を
論
じ
、

山
東
各
根
拠
地
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
四
一
年
以
降
、
日
本
軍
と
華

北
政
務
委
員
会
の
治
安
強
化
運
動
に
よ
り
、
山

東
根
拠
地
、
八
路
軍
が
大
打
撃
を
受
け
た
。
そ

れ
へ
の
対
策
、
及
び
四
三
年
秋
以
降
、
軍
事
面

で
の
局
部
的
反
攻
を
論
じ
る
。
そ
の
際
、
農
村

で
は
減
租
減
息
運
動
を
展
開
し
、
人
民
武
装
の

組
織
化
に
努
め
た
と
す
る
。

　
第
二
部
は
各
論
で
あ
り
、
山
東
抗
日
根
拠
地

内
の
諸
政
策
、
諸
側
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

　
第
五
章
で
は
財
政
問
題
に
焦
点
を
当
て
、
主

に
戦
争
中
期
に
お
け
る
行
政
組
織
成
立
後
の
田

賦
、
救
国
公
債
、
貨
物
税
な
ど
の
変
遷
を
解
明

す
る
。
次
い
で
四
一
年
以
降
、
日
本
軍
の
攻
勢

に
対
し
て
、
い
か
に
財
政
危
機
を
乗
り
越
え
た

か
を
具
体
的
に
追
究
す
る
。

　
第
六
章
は
、
前
章
に
続
き
根
拠
地
の
経
済
的
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自
立
を
考
察
し
、
興
味
深
い
。
す
な
わ
ち
、
根

拠
地
内
に
成
立
し
た
北
海
銀
行
に
焦
点
を
当
て

通
貨
政
策
を
論
じ
る
。
法
幣
を
本
位
貨
幣
と

し
、
北
海
銀
行
券
を
輔
幣
と
し
た
が
、
四
二
年

以
降
、
後
者
を
本
位
貨
幣
と
し
、
自
立
性
を
高

め
た
。
そ
し
て
、
イ
ン
フ
レ
に
対
処
し
た
と

し
、
連
銀
券
、
法
幣
と
の
一
定
の
交
換
比
率
を

維
持
し
た
と
す
る
。

　
第
七
章
で
は
、
農
民
動
員
の
視
点
か
ら
中
共

の
主
力
軍
、
地
方
武
装
の
一
角
を
構
成
し
、
生

産
か
ら
離
脱
し
な
い
農
民
武
装
の
変
遷
と
実
態

を
論
じ
る
。

　
第
八
章
で
は
、
山
東
抗
日
根
拠
地
の
壊
滅
を

目
的
に
、
日
本
軍
の
軍
事
面
で
の
掃
蕩
作
戦
と

華
北
政
務
委
員
会
が
実
施
し
た
治
安
強
化
運
動

を
論
じ
る
。
そ
れ
は
。
遊
撃
区
、
治
安
地
区
に

対
し
て
政
治
、
経
済
、
思
想
、
文
化
各
方
面
で

実
施
さ
れ
た
。

　
第
九
章
は
、
第
八
章
と
同
様
、
抗
日
根
拠
地

か
ら
で
は
な
く
、
日
本
軍
に
よ
る
傀
儡
軍
育

成
、
及
び
山
東
省
の
傀
儡
軍
に
つ
い
て
で
あ

る
。
傀
儡
軍
、
国
民
党
軍
（
政
府
軍
）、
八
路

軍
の
攻
防
、
及
び
相
互
に
寝
返
る
と
い
う
流
動

的
状
況
を
論
じ
る
。

本
書
の
特
色
と
意
義

　
第
一
に
、
ま
ず
日
中
戦
争
時
期
に
お
け
る
山

東
抗
日
根
拠
地
の
実
態
を
多
角
的
視
点
か
ら
明

ら
か
に
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
意
義
と
い
え
よ

う
。
馬
場
は
盧
溝
橋
事
件
以
降
に
焦
点
を
絞

り
、
山
東
省
の
主
要
な
幾
つ
か
の
根
拠
地
を
対

象
に
、
そ
の
機
構
、
政
治
、
財
政
、
金
融
、
流

通
の
み
な
ら
ず
、
日
本
軍
、
国
民
党
軍
、
中
共

軍
、
傀
儡
軍
の
軍
事
動
向
を
多
角
的
視
点
か
ら

本
格
的
に
解
明
し
た
。
確
か
に
山
東
研
究
者
と

し
て
は
荒
武
達
朗
が
お
り
、
ス
パ
ン
は
長
く
、

社
会
学
的
手
法
も
入
れ
、
清
朝
咸
豊
帝
時
代
の

山
東
研
究
を
基
礎
に
、
日
中
戦
争
期
の
山
東
省

南
部
の
抗
日
根
拠
地
の
研
究
を
し
て
い
る
。
馬

場
、
荒
武
に
よ
っ
て
日
本
の
山
東
抗
日
根
拠
地

研
究
の
基
盤
が
築
か
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
に
、
山
東
省
の
場
合
、
革
命
根
拠
地

（
ソ
ビ
エ
ト
区
、
略
称
は
「
ソ
区
」）
を
経
ず
、

一
挙
に
抗
日
根
拠
地
（
辺
区
）
を
形
成
し
た
。

劉
志
丹
の
陝
北
ソ
区
、
そ
し
て
陝
甘
寧
ソ
区
に

関
心
を
持
っ
て
い
る
評
者
に
と
っ
て
新
鮮
な
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
陝
甘
寧
辺
区
の

場
合
、
陝
甘
寧
ソ
区
を
基
盤
に
樹
立
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
馬
場
に
よ
れ
ば
、
四
〇
年
に
は
山

東
省
で
行
政
主
任
公
署
や
県
政
府
な
ど
行
政
機

構
を
整
え
、
発
展
し
た
と
い
う
。
そ
れ
を
可
能

に
し
た
の
は
、
統
一
戦
線
下
で
省
主
席
韓
復
榘

ら
と
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
す
〉
2
〈

る
。
ま
た
、

八
路
軍
山
東
縦
隊
が
国
民
党
軍
か
ら
給
養
や
武

器
を
入
手
し
た
。
軍
の
創
設
と
建
設
を
重
視

し
、
四
〇
年
以
降
、
中
共
権
力
が
浸
透
し
、
農

民
の
人
民
武
装
が
増
大
し
た
。
農
民
の
支
持
下

で
農
民
救
国
会
、
互
助
会
な
ど
を
組
織
し
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

　
第
三
に
、
会
門
で
あ
る
秘
密
結
社
・
紅
槍
会

は
馬
場
の
起
点
と
も
い
う
べ
き
研
究
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
固
有
名
詞
と
し
て
何
度
も
で
て
く

る
。
だ
が
、
研
究
基
盤
、
蓄
積
も
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、「
中
農
主
体
の
郷
村
自
衛
組
織
」

な
ど
と
簡
単
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ

ず
残
念
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
、
山
東
抗
日
根

拠
地
と
の
関
係
を
、
紅
槍
会
、
哥
老
会
の
み
な

ら
ず
、
他
の
秘
密
結
社
も
含
め
て
、
も
う
少
し

具
体
的
、
か
つ
詳
細
に
論
じ
れ
ば
、
よ
り
充
実

し
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
儒
教
を
核
と
し

た
「
豪
傑
」
集
団
で
あ
る
水
門
丁
の
実
態
と
、

そ
れ
と
の
関
係
も
具
体
的
に
知
り
た
か
っ
た
。
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第
四
に
、
四
一
、
四
二
年
、
日
本
軍
と
華
北

政
務
委
員
会
の
治
安
強
化
運
動
で
根
拠
地
の
三

分
の
一
が
減
少
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
、

精
兵
簡
政
に
よ
り
軍
党
政
要
員
の
生
産
離
脱
を

極
力
お
さ
え
、
主
力
軍
を
精
兵
化
し
た
。
ま

た
、
減
租
減
息
運
動
を
各
地
で
展
開
し
、
農
民

の
生
産
回
復
や
生
活
向
上
を
も
た
ら
し
、
軍
事

動
員
を
可
能
に
し
た
。
四
二
年
末
に
は
、
根
拠

地
を
再
建
し
た
。
ま
た
、
日
本
軍
の
経
済
封
鎖

に
対
抗
す
る
形
で
逆
封
鎖
を
実
施
し
た
。
貿
易

局
は
食
糧
、
綿
花
な
ど
重
要
物
資
の
移
出
を
禁

止
、
非
必
需
品
を
移
出
し
、
軍
需
品
と
必
需
品

を
移
入
し
た
と
い
う
。

　
第
五
に
、
四
三
年
秋
以
降
、
山
東
根
拠
地
が

発
展
に
転
じ
た
。
そ
の
要
因
は
、
⑴
四
三
年
七

月
山
東
省
政
府
と
国
民
党
軍
が
消
え
、
日
本
軍

も
大
陸
打
通
作
戦
な
ど
で
移
動
し
た
。
根
拠
地

へ
の
軍
事
的
圧
力
が
緩
和
し
た
。
⑵
四
四
年
以

降
は
減
租
減
息
運
動
の
全
面
的
な
展
開
で
農
民

の
大
規
模
な
参
軍
が
可
能
と
な
っ
た
。
中
共
権

力
が
基
層
社
会
へ
浸
透
し
た
。
⑶
財
政
経
済
政

策
で
統
制
管
理
を
継
続
し
、
専
売
、
交
易
面
で

の
税
収
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
工
商
管
理
局
の

物
価
調
整
、
法
幣
の
使
用
禁
止
と
北
海
銀
行
幣

の
本
位
貨
幣
化
に
よ
り
物
価
を
安
定
さ
せ
た
と

す
る
。

感
想
と
疑
問

　
現
在
の
研
究
段
階
、
史
料
開
放
状
況
の
限
界

も
あ
る
が
、
以
下
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
日
中
戦
争
以
前
、
山
東
省
は
中
共

と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
。
ど
こ
ま

で
中
共
は
浸
透
し
て
い
た
の
か
。
ソ
区
を
経
過

し
て
建
設
さ
れ
た
辺
区
と
、
そ
れ
を
経
ず
に
建

設
さ
れ
た
山
東
省
と
の
共
通
性
と
相
違
点
は
何

か
。
ま
た
、
全
国
の
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
山

東
抗
日
根
拠
地
の
位
置
づ
け
が
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
。
山
東
省
以
外
の
根
拠
地
と
の
関
係
、

断
絶
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。
さ
ら

に
山
東
省
に
は
複
数
の
辺
区
が
あ
る
が
、
相
互

連
絡
は
ど
の
程
度
と
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
山
東
抗
日
根
拠
地
の
解
明
に
お
い

て
北
海
銀
行
を
本
書
の
大
き
な
柱
の
一
本
と
し

た
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
北
海
銀
行
幣
の

信
用
度
は
高
く
、
成
功
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
私
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
が
、

な
ぜ
成
功
し
た
の
か
。
北
海
銀
行
の
前
身
、
も

し
く
は
影
響
を
与
え
た
銀
行
は
な
か
っ
た
の

か
。
当
初
、
山
東
抗
日
根
拠
地
内
で
儲
備
券
で

は
な
く
、
法
幣
を
流
入
さ
せ
た
理
由
は
何
か
。

国
家
四
大
銀
行
を
背
景
と
し
た
法
幣
の
信
用
度

が
高
い
と
い
う
理
由
か
。
そ
も
そ
も
北
海
銀
行

の
存
立
基
盤
、
信
用
は
何
か
。
中
共
の
権
力
、

影
響
力
だ
け
で
説
明
が
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
東
省
は
広
く
、
省
内
だ
け
で
も
抗
日
根
拠
地

は
複
数
あ
り
、
中
南
部
は
法
幣
、
儲
備
券
、
北

部
は
法
幣
、
連
銀
券
。
そ
れ
に
日
本
軍
の
軍
票

が
か
ら
ま
り
、
貨
幣
戦
を
展
開
し
て
い
る
。
北

海
銀
行
幣
の
年
度
・
月
別
発
行
高
の
統
計
史

料
、
法
幣
、
儲
備
券
、
連
銀
券
な
ど
の
流
入
額

の
統
計
表
が
ほ
し
い
。
物
価
問
題
と
も
関
連
す

る
。
で
き
れ
ば
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
た
分
析
が

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
第
三
に
、
日
本
軍
な
ど
に
よ
る
封
鎖
、
逆
封

鎖
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
抗
日
根
拠
地
の
存
続

に
か
か
わ
る
重
要
問
題
で
あ
る
。
馬
場
は
、
日

本
軍
の
経
済
封
鎖
に
対
抗
す
る
形
で
逆
封
鎖
を

実
施
し
、
貿
易
局
は
食
糧
、
綿
花
な
ど
重
要
物

資
の
移
出
を
禁
止
、
非
必
需
品
を
移
出
し
、
軍

需
品
と
必
需
品
を
移
入
し
た
と
指
摘
す
る
。
こ

れ
も
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
封
鎖

さ
れ
て
い
る
辺
区
か
ら
非
必
需
品
を
ど
こ
に
、
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ど
の
よ
う
に
し
て
移
出
し
た
の
か
。
非
必
需
品

と
は
何
を
具
体
的
に
指
す
の
か
。
そ
し
て
、
軍

需
品
な
ど
は
ど
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で

移
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
具
体
的
品

目
、
量
に
関
す
る
統
計
資
料
が
あ
れ
ば
、
さ
ら

に
説
得
力
を
増
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
四
に
、
山
東
省
は
、
元
来
、
改
良
主
義
運

動
が
強
い
地
域
で
は
な
い
か
。
三
〇
年
代
に

は
、
省
主
席
韓
復
榘
も
そ
れ
に
理
解
を
示
し
、

韓
の
要
請
を
受
け
た
梁
漱
溟
が
中
共
の
土
地
革

命
（
地
主
か
ら
の
土
地
没
収
と
農
民
へ
の
土
地

分
配
）
に
反
対
し
、
山
東
郷
村
建
設
研
究
院
を

設
立
、
農
業
合
作
社
、
郷
村
教
育
を
梃
子
に
郷

村
建
設
運
動
を
展
開
し
た
。
辺
区
が
成
立
し
、

土
地
没
収
と
分
配
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
土

地
改
革
で
あ
り
、
減
租
減
息
、
合
作
社
設
立
な

ど
の
政
策
は
あ
る
面
、
こ
う
し
た
改
良
運
動
と

似
て
い
る
面
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ら

の
あ
る
部
分
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

　
第
五
に
、
山
東
省
は
華
北
農
村
と
同
じ
農
民

構
成
で
は
な
い
の
か
。
す
な
わ
ち
、
小
作
人
が

多
い
華
中
南
と
異
な
り
、
自
作
農
、
半
自
作
農

地
帯
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
大
地
主
も
相
対

的
に
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
小
作
争
議
が
起
こ
り

え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
、
減
租
減

息
の
効
果
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
を
分
析
す
る
た
め
に
大
・
中
・
小
地

主
、
富
農
、
自
作
農
、
半
自
作
農
、
雇
農
な
ど

の
農
民
階
級
構
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
を
知
り

た
い
。
ア
プ
リ
オ
リ
に
地
主
を
敵
と
記
述
し
て

い
る
が
、
中
小
地
主
に
は
抗
戦
地
主
も
存
在
す

る
。
革
命
根
拠
地
時
代
の
土
地
革
命
で
は
地
主

か
ら
の
土
地
没
収
、
配
分
で
あ
る
が
、
辺
区
で

は
抗
日
地
主
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
中

小
地
主
、
富
農
を
優
遇
し
て
い
る
可
能
性
は
な

い
の
か
。

　
第
六
に
、
馬
場
は
革
命
根
拠
地
（
ソ
区
）
時

期
の
土
地
革
命
（
地
主
の
土
地
没
収
と
農
民
へ

の
分
配
）
と
抗
日
根
拠
地
（
辺
区
）
時
期
の
土

地
改
革
（
減
租
減
息
）
を
あ
ま
り
区
別
し
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
減
租
減
息
は
自
作

農
創
出
と
い
う
が
、
繰
り
返
す
が
元
来
自
作
農

比
率
が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
馬
場
の

主
眼
は
こ
こ
に
は
な
い
よ
う
で
、
土
地
改
革
が

農
民
動
員
・
参
軍
と
結
び
つ
い
た
か
否
か
の
究

明
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
最
近
、
土
地
革
命

が
農
民
動
員
の
自
発
的
参
加
を
結
び
つ
け
る
こ

と
に
否
定
的
な
論
説
が
台
頭
し
て
き
た
。
例
え

ば
、
高
橋
伸
夫
、
阿
南
友
亮
が
複
数
の
革
命
根

拠
地
で
土
地
革
命
は
失
敗
し
、
土
地
の
再
分
配

が
進
ま
ず
、
農
民
動
員
に
成
功
し
て
い
な
い
と

主
張
し
た
（
あ
く
ま
で
も
革
命
根
拠
地
時
期
で

抗
日
根
拠
地
で
は
な
い
）。
そ
れ
に
対
し
て
、

馬
場
は
そ
う
し
た
こ
と
は
一
概
に
言
え
ず
、
減

租
減
息
政
策
に
よ
り
階
級
的
自
覚
を
持
ち
参
軍

し
た
農
民
も
お
り
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
と

主
張
し
て
い
る
。
強
弱
は
あ
る
が
、
荒
武
も
減

租
減
息
運
動
が
動
員
に
あ
る
程
度
、
有
効
に
機

能
し
た
と
肯
定
的
な
評
価
を
し
て
い
る
。
と
な

る
と
、
山
東
抗
日
根
拠
地
で
は
時
期
に
よ
っ
て

有
効
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
私
見
を
述
べ

れ
ば
、
ま
ず
や
る
べ
き
こ
と
は
、
日
中
戦
争
以

前
の
革
命
根
拠
地
に
お
け
る
土
地
革
命
と
日
中

戦
争
開
始
後
の
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
土
地
改

革
を
混
同
せ
ず
明
確
に
区
別
し
て
論
じ
る
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
私
も

陝
甘
寧
ソ
ビ
エ
ト
の
土
地
革
命
（
土
地
改
革
で

は
な
い
）
の
実
態
と
効
果
を
実
証
的
に
研
究

し
、
こ
の
議
論
に
参
戦
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　
そ
の
他
、
馬
場
は
資
料
の
入
手
困
難
さ
を
述

べ
た
う
え
、
入
手
で
き
た
資
料
で
丁
寧
な
実
証
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を
試
み
て
い
る
。
繰
り
返
す
が
、
現
在
の
中
国

の
政
治
情
勢
か
ら
資
料
開
放
率
が
不
十
分
で
、

こ
れ
は
致
し
方
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
頻

発
資
料
に
関
し
て
は
、
意
義
と
限
界
を
含
め
て

有
用
性
を
明
示
す
べ
き
だ
っ
た
と
思
う
。
例
え

ば
、『
山
東
解
放
区
大
事
記
』（
一
九
八
二
年
）

は
時
系
列
で
記
述
さ
れ
、
大
変
便
利
で
あ
る
。

た
だ
し
歴
史
事
例
が
取
捨
選
択
さ
れ
て
い
る
と

い
う
問
題
点
も
指
摘
し
な
が
ら
使
用
し
た
方
が

よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
、
無
い
物
ね
だ
り
で
勇
み
足
の
部
分
が

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ご
容
赦
願
い
た
い
。

種
々
書
い
て
き
た
が
、
本
書
は
大
変
豊
富
な
内

容
を
も
っ
て
お
り
、
日
中
戦
争
、
中
共
、
山
東

の
抗
日
根
拠
地
な
ど
の
実
態
を
知
り
、
考
察
す

る
う
え
で
一
読
の
価
値
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

注
〈
1
〉 

馬
場
毅
氏
は
編
著
も
少
な
く
な
く
、『
多

角
的
視
点
か
ら
見
た
日
中
戦
争
│
│
政
治
・

経
済
・
軍
事
・
文
化
・
民
族
の
相
克
』（
集
広

舎
、
二
〇
一
五
年
）、『
近
代
日
中
関
係
史
の
中

の
ア
ジ
ア
主
義
│
│
東
亜
同
文
会
・
東
亜
同
文

書
院
を
中
心
に
』（
あ
る
む
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
が
あ
る
。

〈
2
〉 

韓
復
榘
は
興
味
深
い
人
物
で
、
国
民
軍
馮

玉
祥
の
大
幹
部
で
あ
っ
た
が
、
二
九
年
蔣
桂
戦

争
が
勃
発
す
る
と
、
動
揺
し
な
が
ら
も
蔣
介
石

支
持
を
表
明
。
山
東
省
主
席
に
就
任
後
、
同
省

を
半
独
立
状
態
と
し
た
。
三
六
年
西
安
事
変
で

は
張
学
良
、
楊
虎
城
を
支
持
、
反
蔣
的
姿
勢
を

明
確
に
し
、
か
つ
日
本
軍
の
山
東
出
兵
に
戦
わ

ず
し
て
退
却
。
三
八
年
蔣
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
（
家
近
亮
子
「
韓
復
榘
」『
近
代
中
国
人
名

辞
典
』
霞
山
会
、
一
九
九
五
年
参
照
）。

〔
付
記
〕
本
書
評
を
執
筆
し
な
が
ら
、
馬
場
氏
が

中
心
と
な
っ
て
八
人
で
訳
し
た
『
日
中
戦
争
史

資
料
│
│
八
路
軍
・
新
四
軍
』（
龍
渓
書
舎
、

一
九
九
一
年
）
を
出
版
し
た
こ
と
も
懐
か
し
く

思
い
出
し
た
。
こ
れ
も
実
に
約
二
〇
年
も
か

か
っ
た
。
当
初
、
河
出
書
房
か
ら
出
版
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
時
間
が
か
か
り
す

ぎ
、
河
出
書
房
新
社
と
な
り
、
ご
破
算
と
な
っ

た
。
訳
者
の
多
く
は
馬
場
氏
に
若
干
の
不
満
を

抱
き
な
が
ら
、
出
版
を
完
全
に
諦
め
た
。
と
こ

ろ
が
、
馬
場
氏
は
諦
め
ず
、
最
終
的
に
龍
渓
書

舎
か
ら
出
版
で
き
た
の
で
あ
る
。
本
書
で
も
粘

り
強
さ
を
発
揮
し
た
。
敬
服
す
べ
き
姿
勢
と
い

え
よ
う
。


